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平成 29年度卒業・修了生  進路一覧 （平成３０年３月３１日現在）
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市民公開講座受講
無料

新任教員紹介
　機械システムコースに着任しまし
た萩野と申します。神奈川工科大学
大学院工学研究科で博士（工学）を
取得し、神奈川工科大学で研究員と
してジェットエンジンや金属薄板の
プレス加工に関する研究を経て、太
陽エネルギー利用技術の研究を行っ
てきました。特に流体や熱的現象の
計測を得意としており、現在の専門
分野は太陽エネルギー利用と金属加
工に関する計測手法です。今日、機
械装置の知能化が進み、装置稼働中
にさまざまな計測が求められます。
そこで、得意とした計測技術をもと
に高専の実践的教育に取り組んでい
きたいと考えています。

　本年度より共通教育科（英語）に
着任しました奈須と申します。大阪
大学大学院では国際公共政策研究科
に在籍し、専門分野は国際公共学（中
東和平政策及び中東外交政策）です。
大 学 院 時 代 は「The Daily Yomiuri」

「NIKKEI WEEKLY」などを使用して、
英文記事の翻訳や解説をしてきまし
た。大学院修了後は、近畿大学経営
学部や神戸学院大学、大阪や兵庫の
高校、大学受験予備校などで多くの
教育実績を積んできました。学生の
英語力向上を必須の課題とし、グロ
ーバル社会に適応できる人材を育成
することで本学に貢献していきたい
と考えています。

萩野  直人

奈須  健

（機械システムコース）

（共通教育科・英語）

【第 1 回】5 月 19 日（土）13：30 ～
富田直秀・京都大学大学院工学研究科機械
理工学専攻　医療工学分野教授

「本当に役に立つ、とは何か～アートと
ANSHIN（安心） 概念の医療への展開）」

【第 2 回】7 月 14 日（土）13：30 ～
岩佐英彦・本高専准教授

「AI（人工知能）で私たちの暮らしや仕事
はどう変わるのか」

【第 3 回】9 月 15 日（土）13：30 ～
舘和生・JAXA 宇宙航空研究開発機構技術
参与「身近な人工衛星利用」

【第 4 回】10 月 13 日（土）13：30 ～
豊田長康・鈴鹿医療科学大学学長
※演題検討中

〈受講申し込みは本校事務部まで〉

①８月１日（水）　授業・実験体験
②９月８日（土）　授業・実験体験
③ 10 月 20（土）、21 日（日）
　　　　　  高専名張祭を楽しもう
④ 11 月 10 日（土）授業・実験体験
⑤ 12 月 8 日（土）　入試対策講座
　※①②④は事前申込でクラブ
　　活動の見学も可能（応相談）

会場：本校1号館大教室
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主
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成
績

　 （
平
成
29
年
度
）

准教授
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技
部
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翼
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野
球
選
手
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【
野
球
部
（
大
学
）】

全
国
高
専
体
育
大
会　
優
勝

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

全
国
高
専
体
育
大
会
　
準
優
勝

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

全
国
高
専
体
育
大
会
　
準
優
勝

【
柔
道
部
】

全
国
高
専
体
育
大
会
　
準
優
勝

　
名
張
中
古
住
宅
流
通
促

進
協
議
会
（
森
孝
司
会

長
）
が
昨
年
実
施
し
た
中

古
住
宅
の
改
築
設
計
コ
ン

ペ
で
、
本
校
4
年
の
山
崎

信
乃
さ
ん
＝
写
真（
右
端
）

＝
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
技
術
者
育
成
な
ど
を
目

　
昨
年
11
月
の
「
第
11
回

近
畿
地
区
高
等
専
門
学
校

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
シ
ン
グ

ル
部
門
で
、
本
校
都
市
環

境
コ
ー
ス
4
年
の
河
野
モ

ハ
メ
ッ
ド
薫
君
＝
写
真
円

内
＝
が
2
位
と
な
り
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「T

h
e

 

N
e
w

 H
e
ro

 fo
r 

th
e

 W
o
rld

」
で
、

今
年
1
月
の
全
国
大
会
へ

当
校
と
し
て
は
6
年
ぶ
り

に
進
出
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
部
門
で
は
、

前
田
耕
輔
君
（
情
報
コ

ー
ス
3
年
）、
水
谷
怜

南
さ
ん
（
特
進
コ
ー
ス

1
年
）、
谷
戸
開
地
君

（
同
）
が
「D

a
m
n
e
d

 

to

 S
a
v
e

 th
e

 

E
a
rth

」
を
テ
ー
マ
に

健
闘
し
ま
し
た
。

的
に
学
生
対
象
の
コ
ン
ペ

が
初
め
て
開
か
れ
、
都
市

環
境
コ
ー
ス
で
建
築
・
設

計
を
学
ぶ
学
生
が
夏
休
み

な
ど
を
利
用
し
て
模
型
や

完
成
予
想
図
を
仕
上
げ
、

3
人
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
臨
み
ま
し
た
。

　
山
崎
さ
ん
の
作
品
「
木

漏
れ
日
」
は
、
同
市
美
旗

地
区
に
あ
る
築
約
30
年
の

木
造
2
階
建
て
住
宅
が
題

材
。
田
園
風
景
が
広
が
る

場
所
な
が
ら
開
放
感
が
低

く
、
通
風
も
良
く
な
か
っ

た
た
め
、
大
き
な
窓
や
吹

き
抜
け
、
中
庭
な
ど
を
設

け
る
設
計
に
し
て
い
る
。

　
2
月
8
日
の
表
彰
式
に

出
席
し
た
山
崎
さ
ん
は

「
ど
こ
ま
で
手
を
加
え
る

中古住宅改築設計
コンペで優秀賞に

伝統の松明調進に参加

英語プレコンで全国へ

　東大寺お水取りで使う松明を運
ぶ「松明調進行事」（3 月 12 日）に、
今年もサッカー部の 1 年生 16 人
と教員が参加させて頂きました。

　
昨
年
11
月
に
着
工
し
た

武
道
館
の
竣
工
式
を
3
月

29
日
に
挙
行
し
、
近
畿
大

学
関
係
者
や
教
職
員
が
工

事
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
施
設
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
本
校
が
熊
野
市
に
あ
っ

た
2
0
1
1
年
以
前
は
武

道
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、

移
転
後
に
使
用
し
て
い
る

皇
學
館
大
学
旧
名
張
学
舎

の
施
設
に
は
無
く
、
体
育

の
授
業
や
、
武
道
系
の
ク

ラ
ブ
活
動
は
、
体
育
館
や

普
通
教
室
な
ど
を
利
用
し

て
き
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
隣
接
し
た
学

校
敷
地
の
東
端
に
あ
り
、

柔
道
場
、
剣
道
場
と
倉
庫

を
備
え
て
い
ま
す
。
竣
工

式
で
は
、
柔
道
部
の
男
子

学
生
2
人
が
投
げ
の
型
の

演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
村
田
圭
治
校
長
は
「
熱

望
し
て
い
た
武
道
館
が
完

成
し
、武
道
の
ク
ラ
ブ
も
、

体
育
館
で
活
動
す
る
球
技

系
の
ク
ラ
ブ
も
、
と
も
に

満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が

る
。
実
績
の
あ
る
ク
ラ
ブ

も
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
文

武
両
道
の
技
術
者
教
育
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。 ▲竣工式の後、出席者の前で投げ

の型を披露する柔道部の学生たち

▲

竣
工
し
た
武
道
場
の
外
観

　教員と学生の相互訪問による国際的な学術交
流などを目的に、英イングランド中西部・チェ
シャー州にある州立高等教育機関「チェシャー
カレッジ　サウス＆ウエスト」との相互協力・
交流のための覚書に調印しました。
　同カレッジには、義務教育を終えて大学など
への進学を目指したり、就職のために職業訓練
を受けたりする 16 歳以上の学生が学んでおり、
英語の習得を中心とした留学生向けの国際的な
プログラムも用意されています。
　本校では、同カレッジ近郊にある「ミッドチ
ェシャーカレッジ」と、短期の相互訪問を柱と
した交流を続けてきましたが、相手校の組織変
更などによって関係が希薄になっていました。
しかし、担当教員がサウスチェシャーカレッジ
に移ったことで新たに交流が生まれました。
　3 月 22 日の調印式に出席した、同カレッジ
で国際交流を担当するステリオス・ヤララキス
校長代理は「このパートナーシップが、両校の
教職員や学生がともに活動・学習し、互いの文
化や価値観を学び合う機会になると確信してい
る」と話しました。今後は短期相互訪問の実施
や、英語を学びたい学生のサマープログラムへ
の参加など、交流事業の実施に向け協議を進め
ていく予定です。

国際交流  英チェシャー C と覚書

高
専

名
張
祭

　昨年 10 月 13 日から
15 日まで、恒例の「高
専名張祭」を開催しま
した。天候に恵まれな
い日もありましたが、
模擬店やライブ、展示・
体験コーナーなどに大
勢の皆さんが足を運ん
でいただきました。

念
願
の
武
道
館
が
完
成

文
武
両
道
の
技
術
者
教
育
を

　
本
校
の
女
子
学
生
グ
ル

ー
プ
は
平
成
26
年
度
よ
り

「
高
専
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
結
成
し
、
多
彩
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
中
高
生
向
け
学
校
紹
介

冊
子
の
作
成
や
、
校
内
の

環
境
改
善
提
案
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
活
動

紹
介
、
4
高
専
女
子
学
生

交
流
会
へ
の
参
加
、
高
専

生
7
人
が
参
加
し
、
口
頭

発
表
で
の
学
校
紹
介
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
で
の
学
生
生

活
や
専
門
教
育
の
紹
介
の

他
、
体
験
実
習
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
は
ん
だ
付
け
を
使

 

2
月
18
日
か
ら
22
日
ま

で
2
年
生
の
研
修
旅
行
を

実
施
し
ま
し
た
。
研
修
先

は
北
海
道
、
内
容
は
ス
キ

ー
研
修
、
近
畿
大
学
バ
イ

オ
コ
ー
ク
ス
研
究
所
訪
問

（
自
校
学
習
）
な
ど
で
す
。

　
出
発
日
は
飛
行
機
も
順

調
で
、
定
刻
通
り
に
星
野

リ
ゾ
ー
ト
ト
マ
ム
に
到

着
。
19
、
20
日
の
ス
キ
ー

女
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
関

西
（
2
年
前
よ
り
近
畿
大

学
11
月
ホ
ー
ル
で
開
催
）、

理
系
女
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
み

え
で
の
発
表
な
ど
で
す
。

　
写
真
は
、
昨
年
8
月
29

日
に
津
市
の
ア
ス
ト
ホ
ー

ル
に
お
い
て
本
校
が
主
催

し
た
「
理
系
女
子
フ
ォ
ー

ラ
ム
み
え
」
の
様
子
で

す
。
本
校
か
ら
は
女
子
学

っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

の
講
習
な
ど
、
理
系
女
子

学
生
の
魅
力
を
中
高
生
や

保
護
者
、
県
内
企
業
の
人

事
担
当
者
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

研
修
は
レ
ベ
ル
別
の
班
で

丁
寧
な
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
初
心
者
も
最
後
に
は

リ
フ
ト
に
乗
り
、
冬
山
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ア
フ
タ

ー
ス
キ
ー
で
は
温
水
プ
ー

ル
や
ア
イ
ス
ビ
レ
ッ
ジ
、

各
専
門
店
で
の
食
事
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
21
日
は
千
歳
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
モ
ー
ル
・
レ
ラ
で
昼

食
と
買
い
物
、
札
幌
の
北

海
道
開
拓
の
村
で
歴
史
遺

産
を
見
学
し
た
後
、
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
で
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
に
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。
最
終
日
に
は
恵
庭

の
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
研
究

所
を
訪
問
。
近
大
が
世
界

に
誇
る
研
究
に
つ
い
て
学

ん
だ
後
、
北
海
道
を
後
に

し
ま
し
た
。
5
日
間
と
も

天
候
に
恵
ま
れ
、
最
高
の

研
修
旅
行
で
し
た
。

北
海
道
の
魅
力
満
喫

本
校
6
年
ぶ
り  

河
野
君

研
修

旅
行

高専女子プロジェクト
「リケジョ」をPR

か
悩
ん
だ
が
、
開
放
感
の

あ
る
家
に
し
た
か
っ
た
。

自
然
環
境
の
豊
か
さ
を
感

じ
ら
れ
る
つ
く
り
に
こ
だ

わ
っ
た
の
で
、
長
い
間
住

み
続
け
て
も
ら
え
た
ら
」

と
話
し
ま
し
た
。
こ
の
設

計
を
基
に
、
実
際
に
空
き

家
が
改
築
さ
れ
、
完
成
後

に
は
販
売
さ
れ
る
予
定
。

近
大
高
専
を
知
ろ
う
！

最新情報はホームページで
http://www.ktc.ac.jp/

近畿大学高専

本年度の高専名張祭は10月19 ～ 21日に開催予定


